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	 行 事 名
	会員相互研修

	実施日時
	平成２９年　８　月　９　日（　水曜日）　１０　時～　１５　時　１０　分　　天候：　晴

	場　所
	アプリ甲東　集会室

	テーマ
	会員相互研修

	講師
	飯盛秀穂、坪田義治、黒田捷洋、永野徹、児玉勝久。（敬称略）

	聴講者数
	４１名

	内容
（項目と概要）
	＜１０：００～１０：１０＞　オープニング
児玉幹事より、今年７月までの気象について報告があった。西日本の６月の気温は平年より低く、７月は高く、ヤマツツジ、サルスベリの開花は遅れた。線状降雨帯が日本で５ヵ所、台風はもう８個発生している。８月からの３ヵ月は高温の予報が出ている。
＜１０：１０～１０：３０＞　「４年目の展葉調査から」　　　　　　　　　　　飯盛　秀穂　さん
甲山森林公園での２０１５～２０１７のそれぞれの３月１日からの積算気温、展葉のデータから「積算気温が一定値になると展葉するのではないか」との仮説が見えてくるが、さらにデータを集め検討する。又、他地区との比較も報告があった。

＜１０：３０～１１：００＞　「ジャコウアゲハとアリマウマノスズクサの観察」　坪田　義治　さん

自宅でアリマウマノスズクサを育て、これを食草とするジャコウアゲハの産卵、孵化、幼虫の成長、蛹化、羽化及び交尾を日時を追って写真で記録・報告をされた。食草が必要なのは幼虫までで、蛹化は食草以外のいろいろな所で行われた。アゲハチョウの種類と食草。擬態をするアゲハモドキ（蛾）の紹介もあった。
＜１１：００～１２：１０＞　「ツバメ物語　Ｐａｒｔ　Ⅱ」　　　　　　　　　　　　　黒田　捷洋　さん

レジメを作成・配布され、レジメに沿って観察や観察からの推察を加えながら報告された。ツバメは平均気温９．５℃になると、フィリピンあたりから単独でやって来る。帰りも単独。去年のツバメが４６％同じ所に帰ってくる。（他は死）・・・・・・・。
＜１３：１０～１４：２５＞　「大和朝廷の東北城柵址を辿る　Ｐａｒｔ　Ⅱ」　　永野　徹　さん

４日間のテーマを持った東北の旅の報告があった。東北の歴史、大和朝廷の東北侵攻、特に東北３８年戦争、城柵について。そして訪れた震災跡の様子など。途中にはトピックスとして「ニュートン」誌より宇宙の壮大な話があった。
＜１４：３０～１５：１０＞　「箕面の森の花ごよみ」　　　　　　　　　　　　児玉　勝久　さん

春から秋の箕面の森の木々の花を石川浩さんの写真により紹介された。まず写真が出、みんなで名前を考えていると正解が出、説明があった。エドヒガンに始まる箕面の豊かな森の季節の移ろいが映し出された。



	まとめ
感　想
	○それぞれがしっかりテーマを持って、観察・行動・研究され、会員の相互研修のとても良い場になったと思います。
○次回９月は「水生昆虫」がテーマです。入水するので古い運動靴など準備お願いします。


